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（博士論文審査の結果の要旨） 

 

本学位論文は，誘導防御の攪乱を題材として，界面活性剤の植物プランクトンと動物プランク

トンに及ぼす影響を，生物種ごと，それらを用いた 2 栄養段階の実験系で観察し，得られた知見

（2報の学術論文（掲載済み））をまとめたものである。 

序論では，界面活性剤は溶解助剤として多用されており，人間活動にともない環境中へ放出さ

れ水質汚染を引き起こしやすい化学物質であること，生物の誘導防御は極低濃度の情報化学物質

により発現することが知られ，界面活性剤による誘導防御の攪乱も低濃度で生じる可能性がある

ことを述べ，本研究で界面活性剤による誘導防御の攪乱を解明する意義が示されていた。 

第 1 章と第 2 章では，界面活性剤が植物プランクトンのイカダモや動物プランクトンのミジン

コ類に及ぼす直接影響（生長阻害，遊泳阻害）と，イカダモの群体形成（誘導防御）の誘導や抑制

が生じる濃度レベルの比較が行われた。これら実験を通じ，イカダモやミジンコ類に直接影響を

及ぼさないような低濃度で，界面活性剤がイカダモの群体形成を誘導・抑制することが示された。

また，界面活性剤によるイカダモの群体形成の誘導や抑制は，イカダモ種によって感受性が異な

ることも示された。これらイカダモで群体形成の誘導や抑制を引き起こす界面活性剤の濃度と，

実環境中に存在する界面活性剤濃度との対比から，界面活性剤によるイカダモの誘導防御の攪乱

が実環境中でも生じ得ることが示された。 

第 3章と第 4章では，イカダモの群体形成が，摂食者であるミジンコ類（Daphnia 属と Bosmina

属）の摂食に及ぼす影響が観察された。イカダモの群体形成のミジンコ類への影響は，イカダモ

種のサイズの違いやDaphniaの齢（体長）により異なることが示された。また，Daphnia属とBosmina

属を比較すると，群体形成の影響は単に体サイズだけでは説明できず，体サイズの小さな Bosmina

属の方が群体形成の影響を受けにくいことが示された。この理由として，Bosmina 属が Daphnia 属

と比べ，再生産が可能で個体群増加率が正となる最低餌密度が低いことが原因として示された。 

第 5章では，第 1章から 4章の知見を元に，イカダモとミジンコ類（Daphnia 属または Bosmina

属）の 2 栄養段階の共培養系で界面活性剤を一時的に曝露し，イカダモの群体形成の誘導と抑制

がイカダモとミジンコ類の個体群動態に及ぼす影響を個体群の安定性から評価を行った。Daphnia

属を用いた系では群体形成の誘導・抑制ともに構成種（イカダモ・Daphnia）の個体群動態を大き

く変化させた。一方で Bosmina 属を用いた系では，構成種（イカダモ・Bosmina）の個体群動態群

に顕著な影響は観察されなかった。これはBosmina属の摂食圧がDaphnia属と比べ相対的に低く，

餌であるイカダモの形態や量の影響を受けにくいものと結論された。特に，群体形成の抑制は

Daphnia 属の個体群成長を促し密度変動を不安定化させ全滅のリスクを高めるため，Daphnia 属が

Bosmina 属と共存する系では，Bosmina 属が優占種となり，生態系構造を変化させる可能性が示さ

れた。 

本学位申請論文は，従来の毒性試験では評価できない実際の水環境で生じ得る界面活性剤の生

物影響を，緻密な実験から解明し，いくつもの新たな知見（特にイカダモの誘導防御の攪乱に対



する Daphnia 属と Bosmina 属の応答の違い）を得ており，化学物質のリスク評価やその検出法の

開発だけでなく，水生生態系の構造や変化を理解することにも貢献する内容となっており，学位

論文として十分価値あるものと判断した。 
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